
今月の目標 『進んで手伝いをする心を育みましょう』 

 

ばんび組（０歳児） ◎体を十分に動かし、探索することを楽しむ 

 

ひよこ組（１歳児） ◎手づかみ食べや食具を使って食べることを楽しむ 

 

ことり組（２歳児） ◎水、砂、泥などに触れて遊ぶことを楽しむ 

 

こねこ組（３歳児） ◎梅雨期の自然に興味と親しみを持ち、見たり触れる

ことを楽しむ 

 

うさぎ組（４歳児） ◎梅雨期ならではの活動や生活の仕方を知る 

 

ひつじ組（５歳児） ◎梅雨期の生き物や自然に関心を持ち、自ら調べよう

とする 

 

 
お 知 ら せ 

〇衣替えの季節です。一日の気温差が激しいので、半袖Ｔシャツ、長 

袖Ｔシャツ、カーディガン、薄手のジャンパー等気温に応じて調節で 

きるようにご用意お願いします。また、送迎時にお子さんの衣装ケ 

ースの確認をお願いします。 

 

〇そろそろ水遊びが始まります。６月３日（月）～登降園時記入表の 

所に掲示します。お子さんの体調を観察し、登園時に必ず〇×の記 

入をお願いします。 

記入がないと水遊びは出来ませんので忘れずにお願いします。 

 

 

     

                                  

 

 

 

 

 

『進んでお手伝いをする心を育みましょう』 

 園庭の隅にプランター菜園が出来ました。「きゅうり」「トマト」「茄子」「ピーマン」「枝豆」

そして「お楽しみ」の 6種類。当番の子ども達が水やり等の世話をし、収穫を心待ちにし

ています。主に４、５歳児クラスが土作りから苗植えまで行ったのですが、重いプランタ

ーを運んでいる様子を見ていたＫ児（３歳）が「せんせい…てつだったほうがいい？」と

担任に問い掛けたそうです。保育士は予想していなかった問い掛けに驚いたそうです

が、お兄さん達が大変そうにしている様子に気付いて“助けてあげたい、自分も役に立

ちたい”というＫ児の思いに感動し、「そうだね～」とうなずきました。足早に駆け寄り手

伝い始めたＫ児。手伝いを終え「おてつだい、ありがとう！」とみんなに感謝されたＫ児

は照れながらもハツラツとした表情を見せていたそうです。 

 Ｋ児にとって感謝されたこと、人の役に立てたことは大きな自信に繋がり、自己肯定

感をも高めることが出来たのではないかと思います。進んで手伝いが出来るようにな

る為には“自分を認めてもらえた”という経験をいかに多く出来たかが大事だと思いま

す。たとえ手伝いが上手に出来なかったとしても、一生懸命手伝ってくれたことに感謝

して「ありがとう」の言葉を伝えてあげたいものですね。 

                                 ＜ 園長 山田 紅美子 ＞ 

６ 月 の 行 事 予 定  

４日（火）  静修の日（3，4，5歳児）   ２０日（木）  誕生会 

１１日（火）  防災訓練              ２６日（水）  サッカー教室 

１３日（木）  保育参観（３，４，５歳児）     ２８日（金）  大崎ホーム訪問（4，5歳児） 

※内容は後日プリントを配布します  

※6月 10日～21日まで宮城学院女子大学の学生が実習に来ます。よろしくお願い致します。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 裏面もあります ≫ 

す ぎ の 子 通 信  
古川東町カトリック保育園 令和６年度 ６月号

月 号

月号 



 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

    

保護者の皆様へ～園の取り組みについて～ 

 

 

数年前から、園では『子ども達の主体的な姿を大切にし、自分で気付

き、考えて行動出来るように育てよう』『子ども達の良い所をしっかり認め

るとともに苦手な所も受け止め、大切にしていこう（＝自己肯定感）』とい

うことを職員間で研修をしながら、実践しています。 

0，１，２歳児クラスでは一人ひとりの発達段階に合わせた保育を心掛

け、子どもの姿や言葉から、どんな気持ちなのか、どんなことに興味をも

っているのか等日々考えながら保育をしています。子どもの興味に合わせ

て遊びのコーナーを作り、子ども自身が遊びを工夫できるようにさりげな

く必要な物を準備します。また、子ども一人ひとりの姿を否定せず、「○○

したかったんだよね」「これで遊びたかったの？」とその子の気持ちを受け

止めています。 

３，４，５歳児クラスでは今までの経験を活かし、さらに子ども主体の保

育になっていきます。友だちと遊ぶ中でケンカが生じても、まずは子ども

達の話し合いで解決ができるか見守ります。状況に応じて保育者が話を

聞き、双方の気持ちを受け止め、どうしたら良いか子ども達で考えるよう

にしています。日頃の遊びだけでなく、夏祭りや運動会などの行事も子ど

も達と話し合い、内容を決めています。 

子ども達が伸び伸び園生活を楽しみ、生きる力を育てていけるよう保

護者の皆様と一緒に子育てをしていきたいと思います。今年度もよろしく

お願い致します。 

 

コミュニケーション能力を up して、

子育て力 up！！ 

・6 月 13 日（木）の 3 歳以上児保育参観の前に

講演会があります。 

演題「子どもの心を育む、 

親と子のコミュニケーション」 

講師：親業訓練インストラクター 波多野 ゆか氏 

 

６年前にも保護者の皆様に向けて講演をして

いただき、大変好評でした。 

前回の内容は『親の役割（しごと）ってなぁに？』

『親の関わり方で子どもが変わる…！』『親と子 

どちらも我慢することなく、気持ち良く過ごす為

の“親の学び”が、心が通い合う良い関係と子ど

もの心を育てます』など、興味深いお話でした。 

コロナウイルスの蔓延により再開できずにいま

したが、今回講演を快諾して頂きました。是非、 

この機会に、より良い親子のコミュニケーション

方法等を知り、お子さんが大きな自信を持って生

きていける力を育んでいきましょう！ 

（7月の未満児の参観日においても同様の講演会 

 を予定しております。） 


